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ＯＰＥＣプラス、来週に専門家会合　大幅な変更見込まず＝関係筋

［モスクワ／ロンドン　２１日　ロイター］ - 石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）加盟国とロシアなどの非加盟国で

構成する「ＯＰＥＣプラス」が専門家会合を来週開催する見通しだが、政策が大幅に変更される可能性は低い

ことが、ロシアのノバク副首相とＯＰＥＣプラス関係者の話で分かった。

ＯＰＥＣプラスは今月１日、協調減産を５月以降、段階的に縮小していくことで合意。これにより、５・６月

の削減量はそれぞれ日量３５万バレル、７月はさらに４０万バレル程度縮小され、全体の削減量は４月の日量

７００万バレル弱から５月は６５０万バレル強に低下する見通しとなっている。

ノバク副首相は２１日、「１カ月前に会合を開き、（今後）３カ月間の行動計画について協議した。特別なこ

とが起こらなければ、この計画を確認し、新たな計画の微調整を行うだろう」と述べた。

ＯＰＥＣプラス関係者は、来週の会合では現在の合意内容を変更せず、「市場を監視するだけになるだろう」

とした。

関係者によると、４月２８日に合同閣僚監視委員会（ＪＭＭＣ）の会合のみを開催し、閣僚級会合は開催され

ない可能性はあるが、まだ決定されていないという。

４月２６日には技術委員会が開催され、市場のファンダメンタルズや減産の順守状況などが協議される。
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豊通、船用バイオ燃料使い運航実験
脱炭素、シンガポールで

豊田通商は22日、シンガポールでバイオディーゼル燃料を使って船を運航する実証実験を始めると発

表した。日系企業では初めてで、シンガポールとしても初の取り組みとしている。石油由来の重油や

軽油が燃料に使用される海運業界で、脱炭素化に対応する技術として実証を進める。

豊通の子会社でシンガポールで船舶用燃料油を販売する豊田通商ペトロリアムが、現地港湾当局など

と連携して実証実験を始めた。期間は9月までで、シンガポール港内で運航する船舶燃料供給船の燃

料にバイオ燃料を使う。

バイオ燃料はパーム油などの植物油や使い捨てにされていた食用の油を使う。実証を通じて運航時の

二酸化炭素（CO2）排出などのデータや船体への負荷を調べる。

海運業界は世界の温暖化ガス排出量の2%を占めている。
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西日本高速会社／中期経営計画発表／大規模修繕、新規整備など

西日本高速道路会社は２１日、２０２１年度から５カ年の中期経営計画「進化２０２５」を発表した。老朽化が進む

高速道路の大規模更新や大規模修繕、ミッシングリンク（未連結区間）の解消に向けた新規建設区間の整備、暫定２

車線区間の４車線化など今後取り組むべき計画を明示した。４車線化は優先整備区間（約３８０キロ）のうち、約５

割の事業着手を目指す。サービスエリア（ＳＡ）などでは物流車専用の休憩スペースを整備し、自動運転に対応する

インフラ環境を整備することも位置付けた。

　中期計画策定に当たっては、将来の高速道路を取り巻く環境や新たなモビリティ社会の到来を見据え、将来のあり

たい姿として▽高速道路の安全・安心をいつまでも守り抜く▽高速道路の顧客体験価値を高める－など五つのビジョ

ンを掲げた上で、１９の重点施策を示した。

　同社が管理する高速道路のうち、約５割が供用から３０年を超える中、トンネルのインバート設置や橋梁のプレ

キャストコンクリート床版の取り換えなど道路構造物の大規模な更新や修繕を実施。交通規制などによる社会的影響

の最小化に努めながら工事を進める。保守点検の効率化を図るため、ＵＡＶ（無人航空機）や高性能カメラを活用。

人工知能（ＡＩ）を用いて点検データを分析することで劣化部位を特定し、診断の速度や精度を向上する。

　ミッシングリンクの解消では新名神高速道路の大津ＪＣＴ～城陽ＪＣＴ間、八幡京田辺ＪＣＴ～高槻ＪＣＴ間、京

奈和自動車道の大和北道路奈良北ＩＣ～郡山下ツ道ＪＣＴ間、第二神明道路の永井谷ＪＣＴ～石ケ谷ＪＣＴ間など新

規建設区間の整備を推進。地方自治体など関係機関と協力しスマートＩＣの整備も進める。４車線化は舞鶴若狭自動

車道や山陰自動車道、松山自動車道、東九州自動車道などで実施する。

　頻発・激甚化する自然災害に備え、災害対応能力も強化する。のり面などでの災害発生予測や早期発見する常時観

測環境を整備。津波や洪水に備え、高速道路を活用した避難施設の整備にも取り組む。

　新しいモビリティ社会に対応するため、後続車無人隊列走行システムの商業化を目指すほか、自動運転などの技術

革新に対応するための必要なインフラ環境を整備する。ＳＡやとパーキングエリア（ＰＡ）などではトラック隊列走

行やダブル連結トラックに対応した物流車専用の休憩スペースを設置し、駐車ますの拡張やシャワーステーションな

どを整備する。

　工事現場管理にＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を活用し、ＵＡＶによる３Ｄ測量で出来高検査や施工

数量算出を省力化。ＡＩでトンネル掘削断面やコンクリート性状を自動判定するなど施工管理の高度化を図る。


